
●(ｱ)　自動車駐車場

547,688台（前年度比△6.1％）

224,347,800円（消費税含む）（前年度比△5.6％）

●(ｲ)　自転車・バイク駐車場

自転車 25,450台（前年度比△4.0％）

バイク 02,458台（前年度比△13.2％）

3,903,400円（消費税含む）（前年度比△2.4％）

駐車場収入

出 庫 台 数

駐車場収入

　交通安全推進事業として、秋田市へ小学校新入学児童用黄帽子（2,338個）等の寄贈

　・屋上階への太陽光発電設備設置工事

公益目的支出計画に基づいた事業

　放置自転車等対策事業として、自転車・バイク駐車場の運営管理

中心市街地の活性化と地域経済の発展への寄与

　・秋田駅西口活性化事業協同組合への大屋根建設・維持費用の負担

（2）収益事業会計

(ｱ)

(ｶ)  健全経営の維持

　・入口高さ制限ゲート改修工事（平成30年４月完成）

(ｵ) 計画的な施設の整備

　・場内各所床面防水工事

　施設改修資金の積立

　・貸店舗シャッター更新工事

　・防煙防火ダンパー更新工事

　・１階天井塗装補修工事

　・屋上塔屋壁面塗装補修工事

　・場内熱感知器交換工事

１．収　容　台　数

(ｱ) 自 動 車 ６１０台

(ｲ) 自 転 車 ２５０台

３．事業実施状況

(ｳ) バ イ ク ６０台

２．駐車場利用状況

平成２９年度　一般財団法人秋田市駐車場公社　事業報告書

（1）公益事業会計

（うち身体障がい者専用駐車マス３台、女性専用前進駐車マス１４台、ゆったりスペース駐車マス２０台）

公益目的支出計画に基づいた事業(ｱ)

出 庫 台 数

　・北側階段および自転車・バイク駐車場階段改修工事

(ｲ) 交通安全を推進する事業

　秋田市へ交通指導車２台寄贈

　・場内各所案内表示板、区画線等改修工事 … 専門業者に設計業務委託を実施

　・入口横断歩道部分改修工事（平成30年３月契約）

　・秋田市駅前広小路商店街振興組合「ふるさと秋田駅前カーニバル」への協賛

(ｴ) 利用者ニーズを踏まえた快適な駐車環境づくり

　・買い物広場バス停等維持費用の負担

　・アゴラ広場に設置している杉丸太ベンチ11基の補修費用の負担

(ｳ)

　・北側玄関、自転車・バイク駐車場内他、監視カメラ設置工事



４．損益状況（収益事業会計）

評議員会の議決事項は次のとおりであります。

理事会の議決事項は次のとおりであります。

第 14 号 ●評議員会決議の省略実施の件 平成３０．　３．１３

第 15 号 ●平成30年度　事業計画の件

平成３０．　３．２７

報 告 ●平成29年度　事業報告（現況）について

第 16 号 ●平成30年度　公益事業会計予算の件

第 17 号 ●平成30年度　収益事業会計予算の件

第 12 号 ●平成29年度　事業報告（現況）の件

第 13 号 ●収益事業会計　補正予算（第2号）の件 平成３０．　２．１４

第 ９ 号 ●理事長選定の件

平成２９．　６．２７第 10 号 ●副理事長選定の件

第 11 号 ●収益事業会計　補正予算（第1号）の件

平成２９．１１．２８

第 １ 号 ●評議員会決議の省略実施の件

第 ６ 号 ●評議員候補者推薦の件

平成２９．　６．１２第 ７ 号 ●理事候補者推薦の件

第 ８ 号 ●監事候補者推薦の件

平成２９．　４．　１

第 ２ 号 ●平成28年度　事業報告承認の件

平成２９．　５．１９

第 ５ 号 ●評議員会招集承認の件

第 ３ 号 ●平成28年度　決算承認の件

第 ４ 号 ●平成28年度　公益目的支出計画実施報告書承認の件

６．理事会の議決事項

議案番号 案　　　　件　　　　名 議 決 年 月 日

●理事選任の件

第 ７ 号 ●監事選任の件

第 ８ 号 ●評議員及び役員の報酬並びに費用に関する規程の一部改正の件
平成３０．　３．１３

第 ９ 号 ●役員報酬改正の件

第 ２ 号 ●平成28年度　事業報告承認の件

平成２９．　６．２７

第 ３ 号 ●平成28年度　決算承認の件

第 ４ 号 ●平成28年度　公益目的支出計画実施報告書承認の件

第 ５ 号 ●評議員選任の件

第 ６ 号

５．評議員会の議決事項

議案番号 案　　　　件　　　　名 議 決 年 月 日

第 １ 号 ●評議員選任の件 平成２９．　４．　１

●事業収益については、平成29年４月１日より「JR秋田駅西口駐車場」が以前より

から減収となりました。

●費用におきましては、自動車の駐車場収入が当初の見込みを上回って推移したことなど

業務改善に積極的に取り組んでまいります。

利用しやすい施設運営に努め、駅前周辺商業施設の集客力の向上に寄与していくための

から、先送りしていた場内の各種修繕工事等を早期に実施したことや、地方公共団体への

車両の寄贈などを実施したことなどにより、税引前当期一般正味財産増減額△353千円、

当期一般正味財産増減額は、△878千円となりました。

●今後については、建設以来３７年が経過した施設の維持費用は増嵩するものと予想

されますが、周辺商業施設と一体に機能する都市利便施設として、利用者の要望に応えた

収容台数を増加させリニューアルオープンしたことや、「秋田フォーラ ス」が「秋田

オーパ」として新たにオープンするまでの間、休業していたことなどによる利用台数の減少
に伴い、自動車駐車場での現金売上額や回数駐車券売上額が前年度を下回ったことなど


